
９ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

 

１  開 催 日  令和３年９月２日（木） 

 

２  開 催 場 所  新館９階 191会議室 

 

３  出席した委員  小南教育長、廣岡委員、播委員、坂元委員、土屋委員 

 

４  出席した職員  織田教育総務部長、神吉教育指導部長、 

稲岡教育総務部次長、杉本教育指導部次長、 

    桐山教育指導部学校教育担当参事、 

    岸田教育総務課長、小川学務課長、梅野社会教育課長、 

尾崎学校教育課長、今津青少年育成課長、 

加藤教育研究所長、長谷川少年自然の家所長、 

中塚中央図書館長、中川教育総務課副課長、 

岡本教育総務課管理調整係長 

 

 

５  傍   聴   者  ４人 

 

６  議事の要旨 

 

○  開   会       午後２時 00分 
 

○  会議録署名委員指名のこと 

      坂元委員に決定 

 

○  ８月定例教育委員会の会議録報告承認のこと 

     （事務局から会議録朗読報告） 

承 認 

 

○ 会議公開の可否決定のこと 

   すべての議事を公開することに決定



 

（協議事項） 

１ 令和３年度９月補正予算に係る意見について 

  （教育総務部次長から説明） 

   原案可決 

 

委  員 : 修学旅行キャンセル料等負担軽減事業について、国や県からの補助は 

ないのか。 

また、図書館維持補修事業について、耐震診断の実施に７か月を要す 

る理由は何か。 

 

   事 務 局 ： 修学旅行キャンセル料等負担軽減事業については、国の新型コロナ 

ウイルス感染症対策の補助金により実施するものである。 

また、図書館維持補修事業については、建築図面の少なさや建物の 

特殊性等により耐震診断の期間が長くなり、７か月を要する。 

 

 

２ 「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」について 

  （教育総務部次長から説明） 

   原案可決 

 

委  員 : 新型コロナウイルス感染症の影響が見えにくい評価方法となってい 

る。また、新型コロナウイルス感染症の影響で多くの事業が中止になっ 

たが、実施しなくても影響が少なかった事業、実施が必要であった事業 

の検証が必要である。 

事務事業評価シートについて、指標として妥当なものか、また、来年 

度からは、５年間の経年変化がわかるように、単年毎の達成度ではなく、 

最終的な目標に対する達成度がわかるような指標の設定が望ましいと 

考える。これまでの年度毎の評価と今回の５年間の総括評価との関連性 

がわかりにくい印象を受けた。 

 

   事 務 局 ： 適切な指標の設定、また、重点目標と基本的方向の評価の関連等に 

ついては、よりわかりやすい表現を工夫したい。 

 

   教 育 長 ： 37ページの「人権教育の充実に関する取組」の成果指標が前年度比 

で大きく下がっているのは、令和２年度は全国学力調査が行われなか 

ったことから、抽出校２校のみの調査に変更したことが影響している 

と思うが、このようなイレギュラーな場合にどのように表現するのか 

は、検討が必要である。 

 

   委  員 ： 抽出した２校が特別低い評価だったわけではなく、新型コロナウイ 

ルス感染拡大防止の対応で教員が多忙になり、児童生徒とのコミュニ 



ケーションが減ったことも影響したのではないかと思う。 

 

   委  員 ： 10ページのスクールソーシャルワーカー相談対応件数を教えてほし 

い。 

 

   事 務 局 ： 令和２年度は 1,910件である。 

 

   委  員 ： 12ページの「新学習システムの推進」事業の満足度調査は誰に対し 

て行われたのか。 

 

   事 務 局 ： 学校に対して行ったものである。 

 

   委  員 ： 11ページの「子育て応援事業の推進」事業で、２・３歳児の相談が 

増加したのはなぜか。 

 

   事 務 局 ： ふれあい保育と一緒に子育て相談を実施しており、３歳以下の幼児 

と保護者の参加が多いため、２・３歳児の相談件数が増えた。 

 

   委  員 ： 事業によって数値を記載する際に、パーセントや人数等、単位がバ 

ラバラになっている。事業によってわかりやすい表現は異なるため難 

しいとは思うが、単位を統一したほうがよいのではないか。 

 

   教 育 長 ： 数字等の表記については、第三者が見てもわかるように工夫が必要 

である。 

          また、新型コロナウイルス感染症の影響を整理することが今後評価 

をしていく上での課題である。 

 

 

３ 加古川市立両荘幼稚園の廃止について 

  （教育総務部次長から説明） 

   原案可決 

 

   委  員 ： 就学前児童数の推移から見ても、廃止についてはやむを得ないと考 

える。 

 

   委  員 ： 利用人数が利用定員を超えていることについて、説明してほしい。 

 

   事 務 局 ： 利用定員については、実績や今後の見込み数に応じて設定する定員 

であり、公立園では別途園則で認可定員がある。民間園は需要の増大 

等により、利用定員を超える場合もある状況である。 

 

 



４ 加古川市立学校校区審議会委員の委嘱又は任命について 

  （教育総務部次長から説明） 

   原案可決 

 

   委  員 ： 委員の調整中に審議会を開く必要が生じた場合は、他の７名で開催 

できるのか。 

 

   事 務 局 ： 審議会は、委員８人以内で組織することとなっている。調整中の委 

員は町内会の代表のため、諮問事項にその委員の立場の意見が必要 

でないと判断されれば審議会は開催できる。 

 

   教 育 長 ： 調整中の委員の委嘱の目途は立っているのか。 

 

   事 務 局 ： 諮問事項に応じた人選をしたいとの要望があるため、諮問事項をま 

とめ、任期中に委嘱できるよう町内会連合会に推薦を依頼する。 

 

   委  員 ： 中学校区と小学校区のねじれや、両荘地区等から何か要望は出てい 

るのか。 

 

   事 務 局 ： 校区のねじれに関する要望や両荘地区から校区の変更等の要望は出 

ていないが、別の地区からは校区の変更等の要望は出てきている。 

 

 

５ 加古川市社会教育委員の委嘱及び任命について 

  （教育指導部次長から説明） 

   原案可決 

 

 

６ 令和４年度使用教科用図書採択結果及び採択理由について 

  （教育指導部参事から説明） 

   原案可決 

 

 

７ 加古川市立加古川養護学校の管理運営に関する規則及び加古川市立加古川養護学校学

則の一部を改正する規則の制定について 

  （教育指導部参事から説明） 

   原案可決 

 

   委  員 ： 高等部の休業期間が違うのはどのような経緯があったのか。 

 

   事 務 局 ： 高等部ということで県立高校に合わせたのではないかと思われる。 

近隣市町でも小学部から高等部まで統一していることが一般的であり、 



今回統一することとした。 

 

 

８ 令和４年度加古川市立加古川養護学校高等部第１学年の募集定員について 

  （教育指導部参事から説明） 

   原案可決 

 

   委  員 ： 入学希望者数と定員に差があるが、これから希望者は増加する見込 

みなのか。 

 

   事 務 局 ： 希望者が増えることを想定して定員を定めている。  

 

   委  員 ： 毎年希望者との差はこのぐらいあるのか。 

 

   事 務 局 ： 同程度である。 

  
○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

９月 30日（木）午後２時から開催することに決定   
○  教育長諸報告 

（１）令和３年第５回市議会（定例会）における代表質問について 

   ９月８日（水）に代表質問があり、教育委員会関係では、玉川英樹議員から、大 

  項目「新型コロナウイルス感染症への対応について」のうち、「新学期における学校 

園での新型コロナウイルス感染防止対策の強化について」、山本一郎議員から、大項 

目「学校園において、これから取り組むべき課題について」のうち、「現状の子ども 

たちが抱える課題について」、「夢と希望を描き、幸せを実感できるまちの担い手と 

して、子どもたちに期待することについて」、「教育委員会が果たすべき役割につい 

て」、「学校園の職員に期待する姿勢について」の質問が予定されている。 

 

（２）令和３年第５回市議会（定例会）における一般質問について 

    ９月８日（水）、９月９日（木）及び９月 10日（金）に一般質問があり、教育委 

   員会関係では、白石信一議員から、大項目「通学路の安全対策について」のうち、 

「本市における合同点検について」、「子どもの視点を取入れた取組について」、「通 

学路及び通学する小学校区の校区変更について」、松本裕之議員から、大項目「児童 

クラブの運営及び環境整備について」のうち、「支援員・補助員の確保等について」、 

「新型コロナウイルス対策について」、「環境整備について」、「特別な支援が必要な 

児童の対応について」、「運営業務の民間委託について」、落合誠議員から、大項目「以 

前に一般質問などを行った子育て支援策の現状の再確認について」のうち、「平成 

30年度第１回定例会等で一般質問した中学校給食の早期実現と学校給食無償化に 

ついて」、「令和元年度当時に要望のあった市立幼稚園等へのエアコン設置と小中学 



校体育館等へ避難所環境としてエアコン設置をすることについて」、大項目「加古川 

養護学校の支援策について」のうち、「加古川養護学校の看護師等配置状況及び増員 

について」、森田俊和議員から、大項目「不登校児童生徒の現状と解消のための施策 

について」のうち、「不登校児童生徒の急激な増加の原因と対応策について」、「義務 

教育終了後の進学先等との連携と支援について」、立花俊治議員から、大項目「児童 

クラブ等について」のうち、「児童クラブの教室数・児童数の趨勢と現在の人数、待 

機児童数について」、「児童クラブの教室における新型コロナウイルス感染症対策に 

ついて」、「児童クラブ保護者負担金に対する満足度について」、「通常の児童クラブ 

部に通えない障がい児を受け入れる放課後等デイサービス事業所等について」、大項 

目「公共施設の在り方について」のうち、「旧加古川図書館の文化的価値と利活用に 

ついて」、桃井祥子議員から、大項目「困難を抱える女性への支援の取組について」 

のうち、「教育現場における生理用品配布事業について」の質問が予定されている。 

 

○  教育委員諸報告 

〔坂元委員から〕 

（１）新学期からの新型コロナウイルス対応について 

   デルタ株は感染力が強く感染が広がっているため、リモートをできるだけ活用す 

るなど、学校運営を考え直すとともに、新型コロナウイルス感染症対策について、

再度学校へ情報発信をしてほしい。 

 

〔播委員から〕 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について 

   学校園における新型コロナウイルス感染者やその家族の感染への対応について事 

前に考えておき、適切な判断ができるようにしてほしい。 

 

〔土屋委員から〕 

（１）イングリッシュ デイ キャンプについて 

   ８月 26日に開催されたイングリッシュ デイ キャンプに参加した。６年生の 

英語力、文章力に驚いた。また、ＡＬＴの前向きな姿勢や児童に接する態度が非常

に好印象であった。 

 

〇 教育総務部長諸報告 

 （１）「加古川市立幼稚園の今後のあり方について（素案）」に関するパブリックコメン 

トの実施について 

令和３年９月 21日（火）から令和３年 10月 20日（水）まで「加古川市立幼稚園 

の今後のあり方について（素案）」に関するパブリックコメントを実施する。 

 

 （２）就学援助の認定について 

    小中学校児童生徒に対する就学援助の認定を行った。 

 

 （３）神野台学校給食センター供用開始に伴う中学校給食の開始について 

    神野台学校給食センターの供用開始に伴い、９月３日（金）から市内全中学校で 

給食の提供が始まる。 



 

  以上、３件について報告 

 

○ 教育指導部長諸報告 
（１）社会教育委員会議の開催について 

８月 31日（火）に、令和３年度第３回社会教育委員会議を開催した。 

 

（２）令和３年度全国学力・学習状況調査の概要について 

    ５月 27日（木）に実施した令和３年度全国学力・学習状況調査の結果の概要につ

いて報告する。 

 

（３）令和３年度全国中学校体育大会の結果について 

    令和３年度全国中学校体育大会が、８月 17日（火）から関東ブロックで開催され

た。 

 

 （４）２学期開催予定の運動会・体育大会、小学校修学旅行及び自然学校の日程につい

て 

    ２学期実施予定の運動会・体育大会、小学校・養護学校修学旅行及び自然学校の

日程について報告する。 

 

 （５）加古川市立加古川図書館内覧会の開催について 

    加古川図書館の移転・オープンに先立ち、内覧会を実施する。 

 

 以上、５件について報告 

 

 

○ 閉 会   午後４時 05分 


